
































































































































































































































れる。この鳥は紀元前から中国や西洋に輸入されていたようで、良く知られ、図は剥製であるが、足のない姿でもたらされたという。 「風鳥」は一生空中を飛翔していたとの考えからの命名であろう。 「鳳」は「風」から生れた字である。 「鳳凰」はこの「無対鳥」のこと 、早くから知られていたであろ 。
異鳥という語の定義を初めにすべきであったが、以上紹



























































































































































































































































































































鴨類であるが青赤の潜鴨は居ない。緑頭鴨（マガモ）が妥当であろう。その習性は繁殖期 除 て群生活動をする。雌雄がつがいで飛ぶのも珍しくな 。色が青赤 は雌鳥は黄褐色で雄鳥は頭は緑 全身が青系である。雌雄が赤青色のつがいで飛ぶ姿を比翼と考え、これが緑頭 が比翼鳥と同定できる。紅頭潜鴨（ホシハジロ）も誤りで ないと思える。
強いて加えるならば鴛鴦もつがいで行動するので検討の
余地はある。
マガモの地理分布は東北、西北、内蒙古と西蔵等で繁殖
し、中部と東南部或は東北と華北地区で越冬す という。
右のような手法で異鳥類の同定を行うが、よほど精度を
高めねばならない。鳥類図鑑類は紹介した諸書の外に次のような書を参照した。また省別の鳥類図鑑類があるが省略した。
I曲利明主編『中国鳥類図鍳』上・中・下
　
海峡出版発
行集団
　
二〇一三年一月
J劉光美、張詞社主編『中国野鳥』中国林業出版社
　
二
〇〇二年七月K郭冬生、張正旺主編『中国鳥類生態大 重慶大学出版社
　
二〇一五年五月
右の書は鳥類の生態研究に貴重である。
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